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平成29年度 三条市決算 状況
◇主な建設事業費（特別会計を含む）
●大崎中学校区小中一体校建設事業
……………………… 31億6,252万1千円
●道路改良事業
…………………………… 9億53万3千円
●下水道事業
………………………… 7億5,786万3千円
●旭・裏館統合保育所建設事業
………………………… 6億2,159万9千円
●スポーツ・文化・交流複合施設建設事業
………………………… 4億4,813万3千円
●小学校施設整備事業
………………………… 3億2,919万7千円
●緊急内水対策事業
………………………… 2億4,831万3千円

その他
6億308万3千円（1.2%）

商工費
30億9,262万円
（6.2%）

衛生費
28億929万2千円
（5.7%）

消防費
15億8,948万8千円（3.2%）

農林水産業費

民生費
139億2,474万6千円

（28.1%）

公債費
88億322万5千円
（17.8%）

土木費
61億1,821万
2千円（12.4%）

総務費
41億6,129万
8千円（8.4%）

〔その他の内訳〕
議会費…２億７,０３４万１千円　災害復旧費…１億４,５４９万７千円
労働費…１億８,６５６万４千円　諸支出金……………６８万１千円

〔市税の内訳〕
固定資産税……………… 61億4,103万5千円
市民税…………………… 57億9,349万5千円
市たばこ税………………… 6億9,013万9千円
都市計画税………………… 4億1,722万1千円
軽自動車税……………………… 3億587万円
入湯税………………………… 3,423万3千円

〔その他の内訳〕
〇自主財源
　　寄附金………………… 4億6,561万6千円
　　繰越金………………… 3億9,103万2千円
　　財産収入…………………… 8,060万2千円
〇依存財源 
　　地方譲与税………………… 3億7,732万円
　　自動車取得税交付金…… 1億352万6千円
　　地方特例交付金…………… 5,577万7千円
　　配当割交付金……………… 5,081万2千円
　　株式等譲渡所得割交付金… 4,924万4千円
　　利子割交付金……………… 2,108万7千円
　　ゴルフ場利用税交付金…… 1,741万3千円
　　交通安全対策特別交付金… 1,394万7千円

教育費
70億4,026万6千円
（14.2%）

13億9,796万1千円（2.8%）

歳出
495億4,019万1千円
市民一人に使われるお金
50万1,465円

＊注：（　　　）は構成比

一般会計［歳出］

◇市民一人当たりの決算額と主な事業
民 生 費 公 債 費 教 育 費 土 木 費
高齢者、障がい者、児童の
福祉推進などに
14万952円
・保育施設の建設
・児童手当の給付
・障がい者自立支援給付

公共施設整備などのために借り
たお金の返済に
8万9,110円

学校の管理運営や
整備などに
7万1,264円
・小中一体校の建設
・小・中学校施設の改修、維持
・社会体育施設の整備

道路、公園などの
整備推進などに
6万1,931円
・道路橋梁の改良、維持
・市街地の浸水被害軽減対策
・市道の除雪

総 務 費 商 工 費 衛 生 費 そ の 他
まちづくり推進、
自治振興などに
4万2,122円
・ふるさと三条応援寄附金の推進
・中心市街地の活性化
・地域公共交通の運行

産業や観光の
振興などに
3万1,305円
・中小企業への制度融資
・燕三条地場産業振興センター事業
・観光施設の整備

市民の健康管理やごみ、
し尿の処理などに
2万8,437円
・予防接種の実施
・家庭ごみなどの収集・処理
・健康診査の実施

農業の振興や消防、
議会運営などに
3万6,344円
・農業環境の保全の推進
・農業の担い手確保・育成
・消防設備の整備

財務課
☎34-5526

◇各会計の決算状況
会　計　名 予  算  現  額 収  入  済  額 支  出  済  額 差　　　額

特
別
会
計

542億2,481万8千円
109億4,891万7千円

9億4,710万円
98億5,816万9千円

8億2,160万円
1,560万円

33億7,090万9千円
801億8,711万3千円

500億1,319万4千円
106億1,843万3千円
9億6,008万7千円
92億4,980万3千円
7億7,712万6千円
2,776万9千円

31億6,499万5千円
748億1,140万7千円

495億4,019万1千円
101億7,725万8千円
9億2,774万6千円
90億9,012万円

7億7,709万2千円
1,271万5千円

31億2,660万4千円
736億5,172万6千円

4億7,300万3千円
4億4,117万5千円
3,234万1千円

1億5,968万3千円
3万4千円

1,505万4千円
3,839万1千円

11億5,968万1千円

市税
133億8,199万3千円

（26.8%）

依存財源
303億7,800万円
（60.7%）

自主財源
196億
　3,519万
      4千円
　  （39.3%）

地方交付税
101億9,686万円
（20.4%）

市債
78億9,568万　
9千円（15.8%）

国庫支出金
67億2,416万
5千円
（13.4%）

県支出金
30億4,125万7千円
（6.1%）

地方消費税交付金
18億3,090万3千円（3.7%）

その他
6億8,912万6千円（1.3%）

諸収入
26億8,593万7千円
（5.4%）
繰入金
14億110万7千円
（2.8%）
使用料及び手数料
7億321万4千円
（1.4%）
分担金及び負担金
5億2,569万3千円
（1.0%）
その他
9億3,725万円
（1.9%）

＊注：（　　　）は構成比

＊資本的収入及び支出の不足分は内部留保資金などで補てんしました。

一般会計［歳入］

一 般 会 計
国民健康保険事業
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
農業集落排水事業
勤労者福祉共済事業
公 共 下 水 道 事 業

合 計

◇水道事業会計の決算状況

区　分 予 算 現 額 執　行　額 収 支 差 額 純 損 益
（消費税抜きでの差引）

20億8,051万9千円
20憶3,477万9千円
6憶3,121万2千円
13憶8,810万8千円

20憶9,732万6千円
19憶9,037万8千円
3憶9,632万7千円
10憶7,305万6千円

1憶694万8千円

△ 6憶7,672万9千円

5,429万1千円

―

会計名など 29年度末現在高 28年度末現在高 増減率増減額 市民一人当たり負担額

市
　
　債

債
務
負

担
行
為

700億6,789万6千円
228億9,857万9千円
929億6,647万5千円
147億6,794万9千円
1,077億3,442万4千円
32億4,155万2千円

6億2,605万2千円

704億971万2千円
237億4,130万5千円
941億5,101万7千円
148億7,910万2千円
1,090億3,011万9千円
31億8,653万3千円

7億5,209万8千円

△ 3億4,181万6千円
△ 8億4,272万6千円
△ 11億8,454万2千円
△ 1億1,115万3千円
△ 12億9,569万5千円

5,501万9千円

△ 1億2,604万6千円

△0.5％
△3.5％
△1.3％
△0.7％
△1.2％
1.7％

△16.8％

94万1,042円
14万9,487円
109万529円
3万2,812円

6,337円

一 般 会 計
特 別 会 計
三 条 市 計
一部事務組合（三条市負担分）
合 　 　 　 　 計

企 業 債（ 水 道 事 業 会 計 ）

一 般 会 計

◇市債などの状況
　市債とは、主に建設事業を行うために、国や金融機関などから借り入れする資金のことです。
　これは公債費として長期間にわたって返済していきます。
　債務負担行為とは、数年度にわたる建設工事、土地の購入、翌年度以降の経費支出など、将来の財政支
出を約束することです。
　これは、定められた年度において必ず歳出予算に計上されます。

　一般会計の決算収支は、歳入総額500億1,319万4千円、
歳出総額495億4,019万1千円となり、歳入歳出差引額は、
4億7,300万3千円となりました。

歳入
500億1,319万

4千円

収入
支出
収入
支出

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出


